
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
ま
ず
か
か
る
市
場
研
究
が
い
か
な
る
背
景
の
下
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。

細
分
市
場
（
器
g
m
e
n
t
m
a
r
k
e
t
s
)
の
研
究
は
、
消
費
者
市
場
研
究
の
一
部
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
市
場
調
査
、
市
場
分
析
研
究
に

属
す
る
と
い
え
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
か
か
る
細
分
研
究
が
何
よ
り
も
消
費
者
の
研
究
で
あ
る
以
上
、
消
費
者
研
究
に
つ
い
て
ふ
れ
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
細
分
研
究
は
消
費
者
の
全
面
的
・
全
体
的
考
察
で
は
な
い
。
「
複
雑
な
世
界
に
住
む
複
雑
な

人
間
L

と
し
て
の
消
費
者
を
解
明
す
る
に
は
、
明
ら
か
に
多
く
の
視
点
か
ら
の
総
合
的
な
把
握
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
ば
あ
い
、
社

会
学
、
経
済
学
、
心
理
学
等
々
の
研
究
が
必
要
の
限
り
に
お
い
て
動
員
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
独
占
資
本
の
主
体
的
行
動
の
論
理
と

R
 

し
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
消
費
者
研
究
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
と
っ
て
頭
初
か
ら
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
基
盤
は
い
う
ま
で
も
な
く
独
占

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）

と
す
る
。

本
稿
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
消
費
者
の
細
分
市
場
研
究
、
と
く
に
年
令
集
団
別
細
分
市
場
に
関
す
る
研

究
を
考
察
し
、
か
つ
か
か
る
研
究
が
現
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
い
か
な
る
関
係
を
も
つ
か
、
そ
の
意
義
と
限
界
を
検
討
し
よ
う

序

保

田

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

芳

昭
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段
階
に
お
け
る
市
場
狭
溢
化
、
競
争
激
化
に
あ
る
。
資
本
主
義
の
基
本
的
矛
盾
ー
生
産
の
社
会
的
性
格
と
所
有
の
私
的
性
格
と
の
矛
盾

ー
は
流
通
過
程
に
お
い
て
生
産
と
消
費
の
矛
盾
と
し
て
現
象
し
、
過
剰
生
産
恐
慌
を
惹
起
す
る
。
独
占
段
階
に
お
い
て
、
生
産
と
資
本

の
飛
躍
的
な
集
積
・
集
中
の
結
果
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
や
独
占
間
競
争
の
激
烈
化
の
な
か
で
利
潤
率
の
低
落
傾
向
を
と
も
な
い
な

が
ら
著
し
い
生
産
力
の
発
展
を
示
す
と
同
時
に
、
労
働
者
階
級
を
中
心
と
す
る
貧
困
化
、
い
い
か
え
る
な
ら
ば
消
費
市
場
の
狭
際
化
を

示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
生
産
と
消
費
の
矛
盾
は
、
独
占
資
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
ま
す
ま
す
重
要
な
ら
し
め
ず
に
は
お
か
な

い
。
独
占
間
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
競
争
が
市
場
支
配
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、
消
費
者
の
研
究
が
重
要
性
を
も
っ
て
く
る
こ

R
 

「
先
駆
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
家
」
と
い
わ
れ
る

A
.
w
．
シ
ョ
ウ

は
一
九
―
二
年
す
で
に
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
ク
ラ
ー
ク
も
需
要
創
造
を
強
調
し
た
。
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
の
購
買
動
機
の
研
究

や
ナ
イ
ス
ト
ロ
ー
ム
の
消
費
者
研
究
な
ど
も
大
恐
慌
以
前
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
恐
慌
以
降
の
全
般
的
危
機
第
一
段
階
第
三

期
は
、
生
産
と
消
費
の
矛
盾
を
ま
さ
に
深
刻
な
状
態
に
し
た
の
で
あ
り
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
確
立
も
こ
の
段
階
で
あ
る
。
国
家
に

よ
る
人
為
的
な
需
要
創
出
が
は
か
ら
れ
る
な
か
で
、
私
的
部
門
と
り
わ
け
消
費
財
部
面
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
果
す
役
割
は
重
大
で

④
 

「
既
存
市
場
の
一
層
の
集
約
的
耕
作
」
が
ま
さ
に
緊
急
事
と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
市
場
調
査
や
消
費
者
研
究

を
一
段
と
盛
行
な
ら
し
め
た
の
で
あ
り
、
ケ
イ
ン
ズ
の
有
効
需
要
論
の
登
場
も
こ
の
段
階
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
の
諸
変
化
、
と
り
わ
け
社
会
主
義
世
界
市
場
の
成
立
、
植
民
地
の
独
立
運
動
の
高
揚
な
ど
は
、
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本

に
と
っ
て
重
大
な
情
勢
変
化
で
あ
り
、
一
方
で
は
い
わ
ゆ
る
自
由
主
義
諸
国
市
場
の
支
配
強
化
、
他
方
で
は
、
軍
事
経
済
体
制
の
強
化

、
、
、
、
、
、

と
と
も
に
消
費
者
市
場
の
徹
底
的
な
開
拓
を
要
請
す
る
客
観
情
勢
を
つ
く
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の
主
体
的
条
件
に
も
変
化
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
技
術
革
新
で
あ
り
、
巨

量
生
産
体
制
の
確
立
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
然
生
産
と
消
費
の
矛
盾
の
拡
大
・
深
化
と
と
も
に
、
独
占
間
の
投
資
•
生
産
・
販
売
面
に
お

あ
っ
た
。

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
に
お
い
て
、
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け
る
激
烈
な
競
争
を
意
味
し
、
か
か
る
点
か
ら
も
強
力
な
、
徹
底
的
な
計
画
化
に
も
と
づ
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
要
請
さ
れ
た
。
こ
の

⑤
 

マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
単
な
る
消
費
者
志
向
で
は
な
く
、
そ
の
歴
史
的
、
質
的
転
化
と
し

て
の
消
費
者
中
心
志
向

(
c
o
n
s
u
m
e
r
orientation)
を
軸
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
今
や
消
費
者
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
終
点
に
お

い
て
認
識
す
る
の
み
な
ら
ず
、
生
産
や
投
資
の
始
点
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
認
識
す
る
。
い
わ
ば
消
費
者
に
始
ま
り
消
費
者
に
終
る
と

の
認
識
に
立
っ
て
お
り
、
し
か
も
消
費
者
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
努
力
の
焦
点
に
位
置
づ
け
、
企
業
の
存
続
・
成
長
の
可
否
を
決
定
す
る

鍵
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
戦
略
対
象
た
る
消
費
者
へ
の
諸
手
段
の
統
合
と
計
画
に
よ
っ
て
武
装
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

か
よ
う
な
消
費
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
「
地
位
」
は
、
歴
史
上
か
つ
て
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
消
費
者
が
精
力
的
に
か

つ
詳
細
に
細
分
研
究
さ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
標
的
と
な
る
消
費
者
は
何
分
に
も
複
雑
多
様
な
必
要
と

欲
求
を
も
つ
存
在
で
あ
る
。
の
ち
に
み
る
よ
う
に
戦
砿

I

論
の
発
展
は
、
消
費
者
を
一
般
と
し
て
で
は
な
く
、
特
定
の
消
費
者
集
団
を
標

的
と
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
特
定
の
細
分
市
場
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
攻
略
対
象
と
さ
れ
る
。
か
か
る
事
態
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
の
発
展
に
よ
る
細
分
市
場
研
究
に
拍
車
を
か
け
た
と
思
わ
れ
る
。
今
や
消
費
者
を
動
態
的
に
消
費
者
行
動
と

し
て
研
究
す
る
に
至
＇
っ
た
。

ハ
ワ
ー
ド

(
J
.

A
•
H
o
w
a
r
d
)
は
、
消
費
者
行
動
の
研
究
に
あ
た
っ
て
、
個
人
と
し
て
の
購
買
者
の
動
機
・
態
度
・
行
動
の
研
究
、

⑥
 

他
人
が
影
響
す
る
小
集
団
の
研
究
、
社
会
階
層
的
研
究
の
三
つ
を
調
査
し
そ
れ
を
関
連
づ
け
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
消
費
者
行
動
を
基
本
的
に
規
定
す
る
の
は
経
済
関
係
で
あ
る
と
考
え
る
。
同
時
に
そ
の
研
究
は
、
個
人
と
し
て
の
消
費

者
の
内
面
的
動
機
・
態
度
・
行
動
の
研
究
、
社
会
的
個
人
と
し
て
の
消
費
者
の
意
識
的
・
無
意
識
的
帰
属
集
団
・
階
級
・
地
域
に
お
け

る
状
態
・
地
位
・
慣
習
・
態
度
・
行
動
の
研
究
の
二
つ
の
相
互
作
用
を
認
識
す
べ
き
と
思
う
。
前
者
は
近
年
発
展
し
た
深
層
面
接
法
な

ど
に
よ
る
動
機
調
査
を
ふ
く
む
。
後
者
は
、
種
々
の
基
準
に
も
と
づ
い
て
分
析
可
能
で
あ
ろ
う
。
性
、
年
令
、
所
得
・
教
育
、
職
業
・

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）
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の
諸
特
徴
は
、

階
級
・
居
住
地
・
気
候
・
人
種
お
よ
び
宗
教
等
々
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ハ
ン
セ
ン

(
H
•
L
•
H
a
n
s
e
n
)

が
い
う
よ
う
に
、
「
こ
の
人
口

R
 

マ
ー
ケ
ク
ー
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
」
。

わ
れ
わ
れ
は
、
現
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
消
費
者
を
焦
点
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
具
体
的
に
は
細
分
化
さ
れ
た
市
場

が
問
題
と
な
る
現
実
か
ら
、
こ
こ
に
細
分
市
場
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
今
日
問
題
と
な
っ
て
い
る
年
令
集
団
別

細
分
市
場
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て
よ
う
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
は
次
に
、
年
令
集
団
別
に
消
費
者
市
場
を
分
割
す
る
細
分
市
場
を
考
察
し
よ

う
。
そ
こ
で
は
各
年
令
集
団
の
も
つ
人
口
構
成
•
所
得
•
教
育
程
度
•
職
業
・
居
住
地
域
…
…
等
々
の
諸
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

C
.
 H•Grattan, 

"
T
h
e
 c
o
m
p
l
e
x
 
w
o
r
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d
 
of 
t
h
e
 
c
o
n
s
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M
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n
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松
井
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『
経
済
学
と
マ
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ケ
テ
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ニ
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G
.
 S
c
h
w
a
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 D
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拙
稿
「
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
」
「
関
大
商
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論
集
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、
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九
巻
第
五
号
九
二
頁
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M
a
r
k
e
t
i
n
g
 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
"
a
n
a
l
y
s
i
s
 a
n
d
 decision, 1
9
5
7
.
 
P
P
.
 9
3
1
9
4
.
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わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
に
細
分
市
場
と
い
う
ば
あ
い
、
そ
れ
は
複
雑
な
、
多
様
性
を
も
つ
混
沌
と
し
た
消
費
者
市
場
を
何
ら
か
の
基
準
に
も

を
い
み
す
る
。
年
令
集
団
別
細
分
市
場
は
、
し
た
が
っ
て
年
令
に

と
づ
い
て
分
割
し
た
同
質
的
市
場

(
h
o
m
o
g
e
n
e
o
u
s

も
と
づ
い
て
分
割
さ
れ
た
年
令
集
団
を
同
質
的
市
場
と
み
な
し
た
市
場
の
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
市
場
分
割
に
は
多
く

R ⑥ ⑥ ④ ⑧ R 

注

①

m
a
r
k
e
t
)
 

消
費
者
の
年
令
集
団
別
細
分
市
場

M
a
r
k
e
t
i
n
g
"
p
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
s
 
a
n
d
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の
基
準
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
各
々
の
基
準
要
因
が
別
々
に
作
用
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
各
要
因
が
密
接
に
結
合
さ
れ
て
作

用
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
年
令
集
団
別
細
分
市
場
を
考
察
す
る
に
際
し
て
も
、
年
令
基
準
の
み
に
よ
る
、

い
わ
ば
生
物
学
的
、
自
然
的
成
長
の
各
段
階
の
諸
特
徴
を
非
社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
に
み
る
の
で
は
な
い
。
各
年
令
集
団
の
社
会

的
・
経
済
的
・
心
理
的
等
々
の
諸
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
の
研
究
は
、
細
分
市
場
研
究
の
一
部
を
構
成
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の

ケ
ク
ー
に
と
っ
て
各
年
令
集
団
の
諸
特
徴
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
次
節
で
み
る
よ
う
に
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
市
場
細
分
化
政

策
の
遂
行
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
の
で
あ
る
。

さ
て
、
年
令
集
団
別
市
場
の
研
究
は
、
年
令
集
団
を
ど
の
程
度
の
も
の
に
分
類
す
る
か
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
成
人
集
団
と
未
成
人

集
団
に
大
分
類
す
る
こ
と
も
、
未
成
年
集
団
、
成
人
集
団
、
老
人
集
団
に
分
け
て
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
さ
ら
に

各
年
令
に
よ
る
分
類
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
分
類
は
大
き
す
ぎ
て
も
、
ま
た
細
分
し
す
ぎ
て
も
適
切
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、

業
、
教
育
、
子
供
の
有
無
等
々
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
に
必
要
に
し
て
十
分
な
分
類
で
な
け
れ
ば
意
味
を
も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

か
か
る
見
地
か
ら
、
種
々
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
に

F
・
リ
ン
デ
ン

(F.
L
i
n
d
e
n
)
の
研
究
を
み
て
み
よ
う
。

①
 

リ
ン
デ
ン
は
次
表
に
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、
家
長

(family
h
e
a
d
)
の
年
令
に
よ
っ
て
次
の
六
つ
の
年
令
集
団
に
分
け
て
い
る
。

一
、
二
五
才
以
下

二
、
二
五
オ
か
ら
三
四
才

三
、
三
五
オ
か
ら
四
四
才

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
遂
行
に
と
っ
て
特
定
年
令
集
団
の
人
口
、
分
布
、
所
得
、
職

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）

標
的
市
場
と
し
て
の
細
分
市
場
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、

一
定
の
限
界
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

マ
ー
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臣
’

回
用

怜
全

9
S
ば
回
代

ば
＇
ば
ば
代
会
心

4く
国
択

4<'4
＜
ば
怜
弐
ド

9― ―  

年
令

集
団

別
家

族
特

徴

(
S
E
L
E
C
T
E
D
 F
A
M
I
L
Y
 C
H
A
R
A
C
T
E
R
I
S
T
I
C
S
 B

Y
 A
G
E
 G
R
O
U
P
S
)
 

A
g
e
 of F

a
m
i
l
y
 H
e
a
d
 

All 
Families U

n
d
e
r
 25 

25-34 
35-44 

45-54 
55-64 

6
5
+
 

Families: 
Millions・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

45.1 
2.3 

9.2 
11.0 

9.6 
6.8 

6.2 
Distribution・・・・・

…..．．．．．．．．
100.0

彩
5
.
1
%
 

20,3
彩

24.3
彩

21.3
彩

15,2
彩

1
3
.
8
%
 

A
v
e
r
a
g
e
 size.. ・............ 

3.7 
3,0 

4. 1
 

4.4 
3.7 

3.0 
2. 6

 
F
a
m
i
l
y
 i
n
c
o
m
e
 :

 
Median....... ….........．．．．．

$5,417 
$3,865 

$5,524 
$6,141 

$6,137 
$5,439 

$2,831 
U
n
d
e
r
 $3,000, annually.., 

22. 7
%
 
3
3
.
2
%
 

15•6彩
13.8

彩
1
7
.
3
%
 

23.9
彩

5
3
.
0
%
 

$3, 000-
5, 000・・・・・・ 

21.8 
35.6 

24.8 
20.6 

18.9 
21.2 

19.6 
$5, 000-

7, 000・・・・・・ 
24.3 

21.7 
32.6 

26.2 
23.2 

21.5 
12.8 

$7, 000-10, 000・・・・・・ 
19.0 

8.2 
20.2 

24.7 
22.5 

16.4 
8.2 

$10,000 a
n
d
 over. 

12. 2
 

1. 3
 

6.8 
14.7 

18.1 
17.0 

6.4 
I
n
c
o
m
e
 distribution*・・・・・・ 

1
0
0
-
0
%
 

3.4 
19.4 

27.2 
24.4 

16.4 
9. 2

 
Personal debt

：↑ 
Families having............ 

60
彩

70
彩

8
0
%
 

71
彩

6
4
彩

4
1
%
 

26
彩

Less t
h
a
n
 $500••••••••••…

••3
1

 
37 

36 
34 

33 
26 

20 
M
o
r
e
 t
h
a
n
 $500••…

…
…

• 
29 

33 
44 

37 
31 

15 
6

 
T
y
p
e
 of 

family :
 

H
u
s
b
a
n
d
-
W
i
f
e
•
•
…
…
…
…
•
8
7
.
3
彩

91.1
彩

92.0
彩

89.4
彩

86.8
彩

85.5
彩

7
7
.
8
%
 

All other 
・................... ・

 12. 7
 

8.9 
8. o

 
10. 6

 
13,2 

14.5 
22.2 



(
S
E
L
E
C
T
E
D
 F

A
M
I
L
Y
 C
H
A
R
A
C
T
E
R
I
S
T
I
C
S
 B

Y
 A
G
E
 G
R
O
U
P
S
)
 
(Continued) 

All 
Families・Under 25 

A
g
e
 of F

a
m
i
l
y
 H
e
a
d
 

25-34 
35-44 

45-54 
55-64 

6
5
+
 

Births: 
P
e
r
 1,000 w

i
v
e
s
 annually. 

125 
First child ・

 
・
 

・・ 
・
 

・
 

・
 

・
 

・・ 
・
 

・・ 
・
 

・・ 
・
 

・
 34 

Second ch
ild

....…
…

…
•• 

32 
All other ·····...…

…
…

••5
9

 
Distribution annual births 100. 0

%
 

Children: 
Families h

a
v
i
n
g
 ·········•·· 5

9
"
3
%
 

1
 child, 

only............... 
18. 7

 

2
 children 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
19.0 

3
 or m

o
r
e
.．．．.... • ・

 
•........·.. •.... •... 21. 6

 

Families w
i
t
h
 child 

under 6
........…

…
…

•• ••3
2

.9
%

 
w
i
t
h
 child 6-17•…

••••••••44.3 
Distribution all 

children* 
100. 0

%
 

W
i
f
e
 w
o
r
k
i
n
g
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

3
0
.
4
%
 

Full tim
e····· …

••..............2
2

.9
 

P
arttim

e····…
…

…
•••........7

.5
 

Mobility: 
P
e
r
 cent m

o
v
i
n
g
 annually 19. 2

%
 

M
o
v
e
d
 within s

a
m
e
 county 

13. 5
 

Residence 
(Households)* :

 
Standard Metropolitan 

Area•···•••
…
…
…
…
•
.
.
．
．
．
．
．

6
0
彩

Central city ·…
…

…
…

••3
3

 
Outside city••••…

…
…

••2
7

 
Nonmetropolitan area・・・・・・ 

40 

408 
181 
1
2
5
 

102 
45.9 

6
4
.
6
%
 

37.8 
19.1 
7.7 

64.0
彩

2.5 
3.9 
29.4 
25.2 
4.2 

59.6
彩

42.7 

175 
21 
38 
1
1
6
 

43.3 

8
6
.
6
%
 

21.2 
30,4 
35,0 

7
5
,
5
%
 

44.2 
33,0 
27,9

劣
20.5 
7. 4

 

30,9
彩

21. 1
 

43 3
 

5
 

35 
10.7 

85.896 
18.6 
28.1 
39.1 

42.296 
77. 3

 
40.5 
3
5
.
7
%
 

26.8 
8.9 

14.596 
10.3 

彩
8260 

塁盆

ー • 

(（（（O （（ 

neglible 

（
 

1
9
.
7
%
 

12.2 
4.4 
3.1 

7
.
5
%
 

41.5 
22.0 
3
4
.
6
%
 

25.7 
8.9 

9
.
9
%
 

7.1 

‘,‘、’ヽノヽ‘‘,‘,、

ヽノ））ヽノ））

(（(（（（ 

3.7
彩

2.3 
0.7 
o.7 

0
.
4
%
 

3.7 
0.6 
6.5

彩

3.5 
3.0 

ノヽヽノ
n.a. 
n.a. 

6
4
%
 

38 
26 
36 

6
4
%
 

35 
29 
36 

6396 
32 
31 
37 

％ 
6033切40

59
彩

33 
26 
41 

4896 
2
8
 

20 
52 

AU 
器
惑
ト
ス
=
R
足
拌
お
内
址
令
報
回
哀
里
令
把
咽
心
ト
ー

~
I
ト
ヽ
，
‘
‘
舜
智
（
恙
田
）
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(Continued) 

8=-

A
g
e
 of 

F
a
m
i
l
y
 H
e
a
d
 

All 
Families U

n
d
e
r
 25 

25-34 
35-44 

45-54 
55-64 

6
5
+
 

H
o
u
s
i
n
g
 status 

(Nonfarm): 
O
w
n
 h

o
m

e." ...........…
…

••5
8

%
 

1
5
%
 

43
彩

6
4
%
 

6
7
%
 

6
6
%
 

6
6
%
 

Other 
·•·························· 42 

85 
57 

36 
33 

34 
34 

Education: 
M
e
d
i
a
n
 years completed 

10. 5
 

12.1 
12.1 

11.8 
9.8 

8.7 
8.2 

Attended college••…
…

.... 
16.4

彩
14.6

形
2
2
.
7
%
 

1
7
.
9
%
 

16.2
形

12.3
飴

9
.
3
%
 

Attended high school•…
••4

2
.4

%
 

66. 096 
5
5
.
2
%
 

5
1
.
6
%
 

3
8
.
2
%
 

2
8
.
5
%
 

1
9
.
9
%
 

E
l
e
m
e
n
t
a
r
y
 school only••· 39.9 

18.7 
21.5 

29.7 
44.4 

57. 1
 

69. o
 

Occupation: 
Professional, technical

…
9.996 

8
.
4
%
 

1
2
.
9
%
 

1
0
.
2
%
 

8.6
彩

7
.
8
%
 

8
.
6
%
 

Managers, proprietors
・・・

14.7 
5.1 

10.6 
14. 3

 
19.0 

17. 3
 

17. 1
 

Craftsmen, forem
en• …

…
••2

0
.3

 
18.0 

20.8 
22.0 

21. o
 

19. 2
 

12.7 
Sales a

n
d
 service

・・・・・・・・・・・・
12.4 

10.1 
11.4 

11. 6
 

1
 

1. 9
 

14.7 
17.7 

Clerical.. ・
 

・
 

・
 

・
 

• ・
 

・
 

・
 

・
 

・
 

・
 

・.. ・
 

・...... 
7. 2

 
11.1 

7.6 
6.9 

6.6 
7.5 

5.5 

Operatives ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・ 
20. 1

 
30.8 

24.1 
22.2 

1
 

7. 6
 

15.5 
8.7 

Laborers・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
6.3 

10.2 
6.7 

6.1 
5.9 

5.8 
4.8 

F
a
r
m
 

9.1 
6.3 

5.9 
6.7 

9.4 
12.2 

24.9 

D
a
t
e
 for various characteristics available for 

different years; however, alm
os~ all figures 

relate to 
1958, 

1959, 
or 

1960. 
*Estimated b

y
 T
h
e
 Conference Board. 

tExcludes charge accounts a
n
d
 m
o
r
t
g
a
g
e
 obligations. 

D
a
t
a
 based o

n
 "

 spending units. "
 

Sources: Departments of C
o
m
m
e
r
c
e
,
 L
a
b
o
r
 
a
n
d
 
Health, 

Education 
a
n
d
 
Welfare; 

Federal 
Reseve; S

u
r
v
e
y
 Research Center, University of M

i
c
h
i
g
a
n
;
 T

h
e
 Conference Board. 
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住
地
、
住
宅
の
所
有
状
態
、
教
育
お
よ
び
職
業
の
十
二
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。
リ
ン
デ
ン
は
各
年
令
集
団
の
特
徴
を
コ
メ
ン
ト
し
て
お

R
 

り
、
以
下
こ
れ
に
従
っ
て
あ
と
づ
け
て
み
よ
う
。

第
一
は
、
家
長
が
二
五
才
以
下
の
年
令
集
団
で
あ
る
。

こ
の
集
団
は
、
全
家
庭
の
五
彩
を
し
め
、
全
国
世
帯
の
半
分
以
上
は
こ
の
集
団
の
男
性
に
よ
っ
て
最
初
に
形
成
さ
れ
る
と
い
う
。
稼
得

力
は
な
お
控
え
目
で
こ
の
集
団
の
中
位
所
得
(
m
e
d
i
a
n
i
n
c
o
m
e
)
は
、

五、

0
0
0
ド
ル
以
下
で
あ
り
、
多
く
の
も
の
（
七

0
彩
）
は
負
債
が
あ
る
。

一
年
の
う
ち
に
、
妻
の
五
分
の
二
が
子
供
を
も
ち
、
そ
れ
は
他
集
団
の
二
倍
以
上
の
出
産
率
を
示
し
て
お
り
、
出
産
の
ほ
ぼ
半
分
は

こ
の
年
令
集
団
の
貢
献
で
あ
る
。
年
々
五
分
の
三
が
居
住
地
を
変
え
て
い
る
が
、
そ
の
多
数
は
郡
内
で
の
移
動
で
あ
る
。
こ
れ
ら
家
庭

の
四
分
の
一
は
、
標
準
大
都
市
地
域
の
中
心
諸
都
市
の
外
に
住
ん
で
い
る
。
こ
の
集
団
の
大
部
分
は
家
賃
を
支
払
い
、
た
だ
一
五
彩
の

も
の
が
自
分
の
家
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
。
教
育
程
度
は
平
均
以
上
で
あ
る
が
、
次
の
集
団
よ
り
い
さ
さ
か
劣
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

な
か
で
も
長
く
学
校
へ
通
う
も
の
は
結
婚
は
遅
い
。

第
二
は
、
家
長
が
二
五
オ
か
ら
三
四
オ
ま
で
の
年
令
集
団
で
あ
る
。

平
均
よ
り
約
三

0
彩
下
で
あ
る
。
約
三
分
の
二
は
、
年
収

こ
の
段
階
で
家
庭
は
堅
実
な
方
法
を
と
る
よ
う
に
な
る
が
、
な
お
過
渡
期
で
あ
る
。
か
せ
ぎ
高
は
鋭
く
上
昇
し
、
平
均
を
少
し
上
回

る
中
位
所
得
を
も
つ
。
四
分
の
一
以
上
が
七
、

0
0
0
ド
ル
以
上
か
せ
ぎ
、
五
分
の
三
は
五
、

0
0
0
ド
ル
か
、
そ
れ
以
上
で
あ
る
。

し
か
し
、
負
債
は
五
分
の
四
に
普
及
し
、
他
の
ど
の
集
団
よ
り
も
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
集
団
で
は
出
産
率
は
急
に
下
が
る
が
、
な
お
平
均
以
上
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
全
出
産
の
三
分
の
二
が
、
す
で
に
二
人
ま
た
は
そ

れ
以
上
の
子
供
を
も
つ
家
庭
で
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
集
団
の
四
分
の
三
が
、
六
才
以
下
の
子
供
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
勤
労
夫

人
の
人
口
は
平
均
よ
り
低
い
。
移
動
率
は
、
平
均
よ
り
ず
っ
と
大
き
い
が
第
一
の
集
団
に
比
す
と
半
分
で
あ
る
。
家
の
所
有
は
五
分
の
二

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）
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以
上
と
な
る
。
教
育
は
も
っ
と
も
す
す
ん
で
お
り
、
専
門
的
•
技
術
的
職
業
に
従
事
す
る
家
長
の
比
率
は
、
他
の
集
団
よ
り
も
大
き
い
。

第
三
は
、
三
五
オ
か
ら
四
四
オ
ま
で
の
年
令
集
団
で
あ
る
。

多
く
の
測
定
に
よ
る
と
、

こ
の
集
団
は
マ
ー
ケ
ク
ー
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
集
団
で
あ
る
。

四
分
の
一
を
数
え
、
総
合
購
買
力
の
う
ち
、
い
く
ら
か
強
固
な
割
合
を
支
配
し
て
い
る
。
五
分
の
二
が
七
、

0
0
0ド
ル
以
上
、
三
分

の
二
が
五
、

0
0
0
ド
ル
以
上
か
せ
ぎ
、
個
人
負
債
は
、
第
二
集
団
よ
り
減
少
す
る
が
、
な
お
か
な
り
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
（
七
一

次
に
子
供
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
数
は
こ
の
集
団
に
お
い
て
ビ
ー
ク
と
な
る
。
新
し
い
出
産
は
相
対
的
に
少
な
い
が
、

の
子
供
が
家
を
離
れ
る
に
は
ま
だ
若
す
ぎ
る
。
全
部
で
、
全
国
の
子
供
の
四

0
9
6が
こ
の
集
団
の
家
庭
に
み
ら
れ
る
。
五
分
の
二
近
く

が
三
人
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
子
供
を
も
つ
。
し
か
し
、
六
才
以
下
の
子
供
数
は
急
に
減
少
し
、
三
六

96
の
母
親
が
外
へ
出
て
働
く
。

こ
の
集
団
は
今
や
落
着
き
を
示
し
、
僅
か
一
五
彩
が
一
年
の
う
ち
に
住
居
を
か
え
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
う
ち
三
分
の
二
は
同
郡
内
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
他
の
集
団
よ
り
郊
外
に
住
む
家
庭
が
多
く
、
ま
た
三
分
の
二
近
く
が
自
分
の
家
を
も
っ
て
い
る
。
教
育
水
準
は
先

の
集
団
よ
り
低
い
が
、
そ
れ
は
部
分
的
に
は
社
会
的
価
値
の
変
化
、
三

0
年
代
の
不
況
期
に
関
係
し
て
い
る
。

第
四
は
、
四
五
オ
か
ら
五
四
オ
ま
で
の
年
令
集
団
で
あ
る
。

こ
の
集
団
は
、
安
定
と
変
化
の
時
代
で
あ
る
。
全
家
庭
の
五
分
の
一
お
よ
び
総
支
出
力
の
四
分
の
一
を
占
め
る
。
こ
の
集
団
は
多
く

の
点
で
先
の
集
団
と
似
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
中
位
所
得
は
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
所
得
序
列
の
両
端
に
重
々
し
い
集
積
を

み
る
。
低
所
得
層
も
多
く
な
り
、
そ
の
か
な
り
の
数
の
人
々
は
、
明
ら
か
に
学
校
教
育
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
い

う
。
職
業
に
つ
い
て
も
、
五
分
の
一
近
く
が
所
有
主
と
経
営
者
で
あ
る
の
に
、
他
の
五
分
の
一
は
職
長
と
職
人
で
あ
る
。

こ
の
段
階
で
の
家
庭
の
性
格
の
な
か
で
最
も
著
し
い
変
化
は
、
子
供
に
関
係
し
て
い
る
。
先
の
集
団
で
は
、
そ
の
全
家
庭
の
八
六
彩

彩）。

一
番
年
上

そ
れ
は
全
国
家
庭
人
口
の
ほ
と
ん
ど
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一
万
ド
ル
以
上
の
家
庭
が
一
六
劣
も
存
在
す
る
。
し
か
し
一
般
的
に
み
れ
ば
、

低
下
し
、
そ
の
年
令
層
に
か
か
わ
ら
ず
、

負
債
を
も
つ
家
庭
は
減
少
し
、
子
供
を
も
つ
家
庭
は
僅
か
五
分
の
一
に
な
り
、
そ
れ
も
大
部
分
一
人
で
あ
る
。
移
動
率
は
一

0
分
の

ー
と
な
り
、
家
の
所
有
率
は
先
の
集
団
と
か
わ
ら
な
い
。
教
育
は
、
今
よ
り
強
調
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
で
あ
り
、
小
学
校
以
上
す
す
ん

第
六
は
、
六
五
才
以
上
の
集
団
で
あ
る
。

こ
の
集
団
は
、
大
部
分
隠
退
世
代
で
あ
る
。
所
得
は
、
半
数
以
上
が
年
収
三
、

0
0
0
ド
ル
以
下
で
あ
り
、
七
、

0
0
0
ド
ル
以
上

は
一
五
彩
も
な
い
。
中
位
所
得
は
「
全
家
庭
」
の
平
均
の
わ
ず
か
半
分
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
集
団
の
全
購
買
力
は
全
体
の
一

0
分
の
一

を
占
め
、
負
債
は
四
軒
に
一
軒
の
割
に
減
少
し
た
。
家
族
構
成
は
急
激
に
変
化
し
、
夫
婦
世
帯
は
よ
り
少
な
く
、
寡
婦
や
男
や
も
め
が

親
戚
の
も
の
と
住
ん
で
い
る
場
合
が
多
い
。
ほ
と
ん
ど
の
子
供
は
離
れ
て
し
ま
い
、
若
干
の
妻
は
な
お
仕
事
に
出
る
が
、
そ
れ
も
パ
ー

ト
ク
イ
ム
主
義
が
多
い
。
郊
外
生
活
は
少
な
く
な
っ
て
約
五
分
の
一
と
な
り
、
ま
た
こ
の
集
団
の
半
数
以
上
が
大
都
市
地
域
以
外
に
住

ん
で
い
る
。
教
育
程
度
は
悪
く
、
小
学
校
以
上
進
学
し
た
も
の
は
、
三
分
の
一
以
下
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
程
度
、
家
長
が
婦
人
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
事
実
に
も
よ
る
。
農
業
に
従
事
し
た
者
は
か
な
ら
ず
し
も
大
き
な
欲
望
を
示
さ
な
い
。
工
業
に
従
事
し
た
も
の

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）

だ
も
の
は
半
分
以
下
で
あ
る
。

「
全
家
庭
」
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
位
で
あ
る
。

こ
ま
‘

'
,
4
,
 

が
子
供
を
も
っ
て
い
た
の
に
、
今
こ
の
率
は
五
九
彩
で
あ
る
。
こ
の
子
供
達
は
大
部
分
一
八
オ
を
す
ぎ
、
成
人
に
達
し
て
い
る
。
自
家

先
の
集
団
の
諸
傾
向
は
一
層
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
。
所
得
パ
ク
ー
ン
は
、
こ
の
年
令
集
団
の
上
限
が
若
干
の
半
退
職
、
退
職
を
ふ
く

む
た
め
、
大
き
な
影
響
が
み
ら
れ
る
。
低
所
得
層
が
増
大
し
、
年
収
三
、

0
0
0ド
ル
以
下
の
家
庭
は
四
分
の
一
近
く
と
な
る
。
他
方

第
五
は
、
五
五
オ
か
ら
六
四
オ
ま
で
の
年
令
集
団
で
あ
る
。

所
有
は
多
く
な
る
が
、
郊
外
生
活
の
割
合
は
先
よ
り
相
対
的
に
低
い
。

こ
の
中
位
所
得
は
、
先
の
集
団
に
比
し
大
き
く
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ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
す
で
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

初
め
に
幼
年
市
場
を
み
よ
う
。

「
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
子
供
達
の
た
め
に
テ
レ マ

は
つ
い
に
退
職
し
、
農
夫
は
少
な
く
な
っ
た
雑
役
を
つ
づ
け
て
い
る
。

以
上
み
た
よ
う
に
リ
ン
デ
ン
は
、
家
族
単
位
に
も
と
づ
い
て
六
つ
の
年
令
集
団
に
分
割
し
、
十
二
項
目
の
各
々
の
特
徴
と
傾
向
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
か
な
り
興
味
あ
る
研
究
で
あ
り
、
各
々
の
も
つ
差
異
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
な
お
歴
史
的

に
動
態
的
に
み
た
な
ら
ば
、
将
来
の
趨
勢
を
把
握
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
家
族
単
位
と
し
て
の
制
約
は
ま
ぬ
か
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
個
人
的
単
位
と
し
て
の
年
令
集
団
、
た
と
え
ば
十
代
の
若
者
と
か
老
人
な
ど
の
研
究
を
も
み
る
こ
と
が
必
要
と

な
ろ
う
。
以
下
に
お
い
て
幼
年
、
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
、
成
人
、
老
人
な
ど
の
細
分
市
場
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
よ
う

U

戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ベ
ビ
ー
・
プ
ー
ム
の
結
果
、
子
供
た
ち
の
人
口
は
急
速
に
増
大
し
、
「
現
在
五
千
万
以
上
に
も
及
ぶ
一
四

R
 

才
以
下
の
子
供
が
あ
っ
て
、
そ
の
数
は
実
に
人
口
の
三

0
彩
以
上
に
も
達
し
て
い
る
」
か
か
る
子
供
人
口
の
重
大
な
比
率
に
対
し
、

④
 

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
に
よ
れ
ば
、

ビ
放
送
あ
る
い
は
テ
レ
ビ
広
告
の
時
間
を
割
り
当
て
て
い
る
国
は
、

視
の
た
め
で
あ
っ
た
、

ほ
か
に
そ
の
例
が
な
い
し
、
ま
た
六
オ
く
ら
い
の
子
供
の
好
む
品

物
を
大
げ
さ
に
研
究
、
宣
伝
し
て
い
る
国
も
他
の
世
界
に
は
見
あ
た
ら
な
い
」
と
い
う
。
そ
れ
が
「
ア
メ
リ
カ
は
不
思
議
な
ほ
ど
に
子

⑥
 

供
中
心
の
国
家
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
要
す
る
に
子
供
を
「
耐
久
的
消
費
者
」
と
み
な
し
、

子
供
の
欲
望
を
強
く
剌
激

し
、
世
の
親
た
ち
の
よ
わ
み
を
徹
底
的
に
追
跡
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
市
場
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
も
近
年
、
大
き
い
市
場
、
潜
在
力
あ
る
市
場
と
認
め
ら
れ
て
き
た
よ
う
で

⑥
 

あ
る
。
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
市
場
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、

P
.
E
・
ス
ミ
ス

(P.E.
S
m
i
t
h
)

に
よ
る
と
、
成
人
の
い
だ

く
未
成
年
イ
メ
ー
ジ
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
心
理
の
理
解
の
欠
如
か
、
あ
る
い
は
多
分
そ
の
市
場
の
大
き
さ
の
無

⑦
 

と
さ
れ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
に
よ
る
と
、
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
の
数
は
、
一
九
五

0
年
の
一
、
五

0
0万
か

122 



は
い
う
。

ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
は
活
動
的
、
遊
び
ず
き
、
剌
激
的
、
魅
惑
的
な
家
庭
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

E
・
ハ
ウ
プ
ト
合
）
n
i
d
H
a
u
p
t
)

夫

た
、
よ
く
働
く
、
ま
じ
め
な
若
者
は
新
商
品
に
貪
欲
で
あ
り
、
可
処
分
所
得
の
か
な
り
大
き
い
分
量
を
自
由
に
つ
か
う
。
ま
た
、
か
れ

⑥
 

ら
の
態
度
や
慣
習
は
、
世
界
の
到
る
所
の
若
い
人
々
に
よ
っ
て
模
倣
さ
れ
る
」
と
い
う
。

自
か
ら
自
由
に
購
買
す
る
こ
の
態
度
や
慣
習
、

大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
戦
争
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
て
、
父
親
の
兵
役
に
よ
る
不
在
、
母
親
の
防
衛
産
業

動
員
に
よ
る
不
在
の
た
め
に
、
更
に
戦
後
の
郊
外
化
、
母
親
の
勤
務
、
父
親
の
多
い
出
張
な
ど
に
よ
る
家
庭
時
間
の
不
足
の
た
め
に
、

従
っ
て
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
は
ま
す
ま
す
自
由
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
友
人
に
親
近
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も

か
く
、
か
れ
ら
の
必
要
・
動
機
お
よ
び
肉
体
的
・
精
神
的
変
化
に
つ
い
て
の
基
礎
的
理
解
が
実
業
家
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
。
心
理

学
的
に
矛
盾
せ
る
感
情
を
も
つ
こ
と
も
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
か
れ
ら
の
必
要
、
欲
求
、
劣
等
感
、
模
倣
性
、
所
属
性
、

流
行
、
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
性
、
将
来
性
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
市
場
の
年
間
消
費
は
大
き
く
、

人
に
よ
る
と
、

一
九
七

0
年
に
は
二
、
八

0
0万
に
も
な
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
テ
ィ
ー

い
い
か
え
れ
ば
「
十
代
の
独
立

(
t
e
e
n
i
n
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
)
」
と
い
う
現
象
は
第
二
次

⑨
 

「
概
算
し
て
も
だ
い
た
い
百
億
ド
ル
程
度
に
達
す
る
と
み
ら
れ
る
」
か
れ
ら
の
所
得
は
性
、
年

令
な
ど
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
が
、

ト
と
比
較
さ
れ
る
。
更
に
こ
の
所
得
の
よ
り
重
要
な
側
面
は
、

「
一
週
一

0
ド
ル
か
ら
一
五
ド
ル
と
様
々
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
九
四

0
年
の
ニ
ド
ル
五

0
セ
ン

⑩
 

そ
の
大
部
分
が
可
処
分
所
得
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
ス
ミ
ス

か
れ
ら
は
更
に
世
帯
購
買
に
大
き
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
娯
楽
、

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
化
粧
品
お
よ
び
被
服
に
世
帯
が
ど
う
金
を
使
う
か
を
決
定
す
る
上
で
、
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
が
主
要
な
影
響
者
で

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）

ア
メ
リ
カ
の
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
の
特
徴
と
し
て
、

ス
ボ
ー
ツ
、

レ
コ
ー
ド
、
万
年
筆
、
バ

「
世
帯
購
買
に
影
響
を
及
ぽ
す
、
身
な
り
の
き
ち
ん
と
し

ら
一
九
六

0
年
の
二
、

0
0
0万
に
膨
張
し
た
。
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第
一
の
周
期
は
、
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
と
個
人
的
責
任
ー
職
業
的
熟
練
へ
の
関
心
、
家
庭
生
活
の
確
立
、
子
供
の
養
育
お
よ
び
家
庭
諸

四
、
六
五
才
以
上
ー
長
老
市
民
の
時
代

に
お
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

の
将
来
の
潜
在
力
、

一
に
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
購
買
力
、
第
二
に
、
世
帯
支
出
の
量
と
方
向
に
影
響
を
及
ぽ
す
そ
の
役
割
、
第
三
に
、
成
人
市
場
と
し
て

⑪
 

こ
れ
で
あ
る
。

以
上
の
ス
ミ
ス
の
見
解
か
ら
も
、
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
細
分
市
場
の
も
っ
、
重
要
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上
の
地
位
を
理

解
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
の
年
令
集
団
に
つ
い
て
も
い
え
る
よ
う
に
、

え
ば
、

一
義
的
に
同
質
的
細
分
市
場
と
み
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
ろ
う
。
た
と

シ
カ
ゴ
か
テ
キ
サ
ス
か
、
親
が
資
本
家
か
労
働
者
か
、
ま
た
白
人
か
黒
人
か
、
等
々
に
よ
る
差
異
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
見
地

か
ら
は
み
る
必
要
が
な
お
の
こ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
成
人
市
場
に
移
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、⑲

 

ク
ル
に
分
け
る
。

こ
こ
で
H
•
D
•
メ
イ
ヤ
ー

(
H
a
r
o
l
d

D. M
e
y
e
r
)
の
見
解
を
み
よ
う
。
か
れ
は
成
人
状
態
の
時
代
を
四
つ
の
サ
イ

一
、
二

0
オ
か
ら
三
五
オ
ー
若
き
成
人
時
代

二
、
三
五
オ
か
ら
五

0
オ
ー
中
年
時
代

三
、
五

0
オ
か
ら
六
五
オ
ー
自
由
な
時
代

以
上
要
す
る
に
、

般
に
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
自
動
車
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
旦
つ
重
要
な
点
は
か
れ
ら
の
プ
ラ
ン
ド
・
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
が
一

ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
次
の
三
点
で
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
市
場
は
企
業
に
と
っ
て
有
利
な
市
場
と
さ
れ
る
。
第

こ
こ
で
も
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
を
な
お
一
般
性
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画
が
あ
る
、
と
い
う
。

か
中
型
が
多
い
。
遊
び
の
た
め
の
空
間
が
用
意
さ
れ
、
気
の
あ
っ
た
仲
間
、
よ
い
学
校
、

な

戦
後
の
「
小
売
革
命
」
の
三
つ
の
原
因
の
―
つ
に

関
係
ー
を
有
す
る
成
人
世
界
へ
の
序
曲
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
周
期
は
家
庭
生
活
で
満
た
さ
れ
た
時
期
で
も

こ
の
周
期
の
―
つ
の
特
徴
は
、
郊
外
生
活
で
あ
る
。
こ
こ
に
注
目
の
郊
外
生
活
ー
地
域
別
細
分
市
場
の
一
形
態
を
な
す
が
ー
の
一
端

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
戦
後
に
お
け
る
郊
外
生
活
の
急
速
な
成
長
は
、
「
人
口
の
集
中
、
経
済
的
機
会
の
増
進
、
産
業
操
作
の
中
央
集

⑲
 

中
、
よ
り
よ
い
伝
達
手
段
の
進
歩
お
よ
び
生
活
水
準
改
善
へ
の
不
断
の
探
究
」
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
「
今
や
四
、

0

0
0
万
以
上
の
成
人
が
郊
外
に
住
み
、
そ
の
圧
倒
的
多
数
は
若
き
成
人
た
ち
で
あ
る
。
•
…
•
•
こ
れ
ら
の
地
域
は
都
市
よ
り
も
六
倍
の
早

⑭
 

さ
で
成
長
し
、
田
舎
に
広
が
っ
て
い
る
。
未
来
の
わ
が
人
口
成
長
の
八

0
％
が
郊
外
と
み
ら
れ
て
い
る
。
」

シ
ョ
ッ
ビ
ン
グ
・
セ
ン
ク
ー
、
多
数
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
リ
ュ
ー
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
少
数
の
ス
ラ
ム
も
み
ら
れ
る
。
若
き
成
人
た
ち
は
、
よ
り
多
額
の
貨
幣
、
短
か
い
労

働
時
間
お
よ
び
余
裕
の
時
間
を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
多
く
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動
が
あ
る
。
種
々
の
道
楽
、

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
~
ク
ラ
ブ
と
協
会
、
成
人
活
動
計
画
、
社
会
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
協
同
組
合
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
計

か
か
る
郊
外
化
を

M
.
P
・
マ
ッ
ク
ネ
ア
ー

(
M
a
l
c
o
l
m
P
.
 M
c
N
a
i
r
)
は、

⑯
 

あ
げ
て
い
る
。
郊
外
へ
の
人
口
の
移
動
、
と
り
わ
け
中
流
階
級
上
層
の
人
口
の
移
動
と
そ
れ
に
伴
う
支
出
の
型
の
変
化
で
あ
る
。

お
、
他
の
二
つ
の
原
因
と
し
て
は
、
自
動
車
の
発
展
と
ス
ー
バ
ー
の
台
頭
を
あ
げ
て
い
る
。

さ
て
、
第
二
の
周
期
は
＼
成
人
と
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
の
関
係
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
名
声
あ
る
地
位
、
職
業
的
保
障
と
出
世
、
広

範
な
友
人
関
係
を
も
つ
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
特
徴
は
、
交
友
関
係
の
定
着
、
ク
ラ
ブ
会
員
お
よ
び
教
会
へ
の
関
心
の
確
立
、
家

庭
責
任
の
受
容
、
健
康
保
持
お
よ
び
金
融
所
得
の
増
大
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
一
般
に
人
生
の
最
盛
期
と
み
ら
れ
る
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）

あ
る
、
と
い
う
。

家
は
よ
り
小
さ
く
、
小
型
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第
三
の
周
期
は
、
家
を
は
な
れ
る
子
供
を
も
ち
は
じ
め
る
時
期
で
あ
り
、
退
職
に
終
る
時
期
で
あ
る
。

レ
ジ
ャ
ー
の
取
得
の
時
期
で
あ
る
。
第
一
、
第
二
の
周
期
の
焦
点
が
家
庭
生
活
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
三
、
第
四
の
周
期
は
レ
ジ
ャ

ー
に
向
け
ら
れ
る
。
こ
の
新
た
に
得
た
レ
ジ
ャ
ー
を
ど
う
す
る
か
、
こ
れ
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
子
供
が
家
を
は
な
れ
る
に
つ
れ
て

支
出
が
急
角
度
で
低
下
す
る
か
ぎ
り
、

そ
の
所
得
は
な
お
ビ
ー
ク
に
近
い
と
い
う
。

第
四
の
周
期
は
、
退
職
、
交
際
、
安
楽
、
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
ゆ
た
か
な
機
会
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
寿
命
の
延
長
は
、

こ
の
周
期
に
大
き
な
問
題
を
と
も
な
う
。
附
加
さ
れ
た
年
々
を
ど
う
生
き
る
か
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
第
四
周
期
を
老
人
市
場
と
し
て
最
後
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

⑯
 

ビ
ジ
ネ
ス
・
ウ
ヰ
ー
ク
誌
の
一
九
六

0
年
の
論
文
「
老
令
市
場
の
見
方
」
に
よ
る
と
、
六
五
才
以
上
の
市
場
は
、
一
、
六

0
0万
余

の
潜
在
市
場
を
も
っ
、
か
な
り
大
き
な
旦
つ
成
長
す
る
市
場
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
市
場
に
対
し
、
合
衆
国
の
企
業
は
そ
の
市
場
可

能
性
を
認
識
し
つ
つ
あ
り
、
旦
つ
そ
れ
に
対
応
し
は
じ
め
て
い
る
。
し
か
し
、
合
衆
国
の
小
売
商
人
の
こ
れ
に
対
す
る
支
配
的
態
度

は
、
「
老
令
人
口
の
増
大
し
つ
つ
あ
る
進
行
に
対
し
、
い
つ
か
何
か
し
よ
う
と
欲
し
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
何
ら
な
し

⑪
 

て
は
い
な
い
と
思
う
」
と
い
う
シ
ア
ト
ル
の
商
人
の
言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
老
人
市
場
の
開
発
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
と
も

マ
ー
ケ
タ
ー
は
こ
の
障
害
を
と
び

に
、
老
令
人
口
の
急
増
に
将
来
対
処
す
る
意
図
を
示
し
て
い
る
。

⑯
 

さ
て
、
こ
の
老
人
市
場
開
発
に
は
、
障
害
要
因

(
h
u
r
d
l
e
s
)
と
促
進
要
因

(
s
p
u
r
s
)
が
あ
る
と
い
う
。
障
害
要
因
の
基
本
的
な
点

は
、
こ
の
年
令
集
団
の
多
く
の
人
の
所
得
が
最
低
限
し
か
も
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
約
八
〇
彩
は
二
、

0
0
0
ド
ル
以
下
の
貨
幣

所
得
し
か
な
く
、
た
だ
五
％
の
人
々
の
み
が
五
、

0
0
0
ド
ル
以
上
を
も
つ
と
い
う
。
し
か
し
、

こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
老
人
は
若
者
と
同
じ
こ
と
を
す
る
。
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
や
プ
リ
ッ
ヂ
カ
ー
ド
は
老
人
向
き
に
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
老
人
市
場
に
と
っ
て
最
も
骨
の
折
れ
る
難
事
は
、
心
理
学
的
な
も
の
で
あ
る
。
誰
も
老
人
と
し
て
扱
か
わ
れ
る
こ
と
を
の
ぞ
ま
な

一
般
的
経
済
保
障
と
新
し
い
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段
も
っ
て
い
る
以
上
の
金
を
も
っ
て
い
る
点
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
、

う
。
も
と
よ
り
、

―
つ
は
、
現
金
不
足
が
大
部
分
に
み
ら
れ
る
が
、
各
種
年
金
等
に
よ
っ
て
普

そ
れ
と
と
も
に
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
さ
ら
に
多
く
の
時
間

ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
の
チ
ェ
ー
ン
の
主
人
フ
レ
ッ
ド
・
メ
イ
ヤ
ー

(
F
r
e
d
M
e
y
e
r
)
は、

「
：
・
・
・
・
新
し
い
世
代
と
古
い
世
代
の
需

⑲
 

要
の
間
に
広
汎
な
差
異
が
あ
る
。
商
店
が
両
方
の
気
ま
ぐ
れ
に
迎
合
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
商
売
を
失
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
い

こ
の
注
目
は
小
売
商
人
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
特
殊
細
分
市
場
の
欲
求
と
必
要
に
よ
り
よ
く
適
合
す
る
こ
と
は
製
造

業
者
に
と
っ
て
も
利
益
機
会
を
与
え
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
し
か
し
、
老
人
市
場
の
所
得
構
成
と
消
費
支
出
型
か
ら
み
て
、

⑲
 

こ
の
細
分
市
場
に
疑
問
を
投
げ
る
学
者
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
消
費
者
市
場
を
年
令
集
団
別
に
分
割
し
、
各
々
の
細
分
市
場
の
も
つ
特
徴
を
若
干
の
見
解
に
も
と
づ
い
て
考
察

し
て
き
た
。
そ
こ
に
、
各
年
令
集
団
間
に
種
々
の
点
で
大
き
な
差
異
の
存
在
す
る
こ
と
が
、
お
お
よ
そ
明
ら
か
に
出
来
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
さ
に
か
か
る
差
異
の
存
在
が
、
消
費
者
を
そ
の
一
般
性
に
お
い
て
認
識
す
る
こ
と
の
意
義
を
少
な
く
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

つ
い
て
は
、

と
り
わ
け
、
現
代
独
占
資
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
形
成
に
と
っ
て
こ
の
差
異
は
き
わ
め
て
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に

の
ち
に
み
る
こ
と
と
す
る
。
各
年
令
集
団
別
細
分
市
場
の
研
究
は
、
リ
ン
デ
ン
の
研
究
を
一
応
別
と
す
れ
ば
、
な
お
年
令

基
準
だ
け
で
は
現
実
の
問
題
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
の
と
こ
ろ
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
や
は
り
種
々
の

細
分
市
場
研
究
が
統
合
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
独
占
の
要
請
に
も
と
づ
く
細
分
研
究
は
、
さ
ら
に
そ
の
組
合
せ
の
研
究
に

す
す
む
基
礎
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）

を
も
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

老
人
市
場
の
開
発
に
と
っ
て
促
進
要
因
は
二
つ
あ
る
。

い
か
ら
で
あ
る
。

1” 



と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
に
み
ら
れ
た
諸
見
解
が
、
一
面
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
の
様
相
を
あ
る
程
度
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
い

る
が
、
他
面
に
お
い
て
そ
れ
を
概
し
て
美
化
し
て
い
る
点
を
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
の
楽
天

的
把
握
に
か
か
わ
ら
ず
、
統
計
数
字
に
差
異
が
あ
る
と
は
い
え
、
共
通
し
て
老
令
人
口
の
貧
困
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
老
令
人
口
の
低
所
得

＠
 

は、

G
・
コ
ル
コ

(
G
a
b
r
i
e
l
K
o
l
k
o
)

の
い
う
新
し
い
貧
困
の
原
因
を
な
す
。
し
か
し
貧
困
な
の
は
、
老
令
人
口
に
限
っ
て
は
い
な
い
の
で

あ
る
。わ

れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
圧
倒
的
な
ア
メ
リ
カ
観
、
つ
ま
り
「
豊
か
な
社
会
」
観
が
神
話
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
附
言
し
て
お
こ
う
。

近
年
そ
れ
は
ま
す
ま
す
科
学
的
に
証
明
さ
れ
、
理
解
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
先
の
コ
ル
コ
は
、
「
富
の
再
分
配
と
貧
困
の
消
滅
を

＠
 

説
く
か
れ
ら
の
理
論
は
事
実
に
照
ら
し
て
全
く
正
し
く
な
い
」
と
反
論
す
る
。
そ
し
て
「
全
国
世
帯
数
の
三
分
の
一
を
は
る
か
に
上
回
る
世
帯

は
、
健
康
で
見
苦
し
か
ら
ぬ
最
低
限

(
m
i
n
i
m
u
m
s
t
a
n
d
a
r
d
s
 o
f
 h
e
a
l
t
h
 a
n
d
 d
e
c
e
n
c
y
)
の
生
活
を
送
る
に
は
余
り
に
僅
少
な
所
得
で
生

⑲
 

活
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
問
題
は
「
三
分
の
こ
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

⑭
 

か
っ
て
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
時
、
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
の
長
を
つ
と
め
て
い
た
レ
オ
ン

•
H

・
キ
ー
セ
リ
ン
グ
（L
邑

1H•Keyser 

ling) 

⑮

.

 

は
、
清
水
知
久
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
「
五
分
の
二
」
が
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
、
と
い
う
。
そ
れ
は
「
二
人
以
上
の

世
帯
の
年
所
得
四
、

0
0
0ド
ル
以
下
，
単
身
世
帯
な
ら
二
、

0
0
0ド
ル
以
下
を
貧
困
世
帯
と
す
る
キ
ー
セ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
0

年
に
、
総
人
口
約
一
億
七
、
六
0
0万
の
ア
メ
リ
カ
国
民
の
う
ち
、
三
、
八

0
0万
以
上
が
貧
困
の
う
ち
に
暮
し
て
い
た
と
い
う
（
複
数
世
帯

一、

0
五
0
万
、
単
身
世
帯
四
0
0万
）
。
そ
し
て
こ
れ
ら
一
、
四
五

0
万
世
帯
の
う
ち
、
三
三

0
万
の
複
数
世
帯
が
二
、

0
0
0ド
ル
以
下
、

一
七
五
万
の
単
身
世
帯
が
一
、

0
0
0
ド
ル
以
下
の
所
得
、
つ
ま
り
一
、
二
五

0
万
の
ア
メ
リ
カ
人
が
、
貧
困
と
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
所
得

の
半
分
で
生
活
を
送
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
貧
困
と
は
い
え
な
い
が
、
し
か
し
ま
あ
ま
あ
快
適
と
い
う
生
活
は
営
め
な
い
所
得
、

つ
ま
り
複
数
世
帯
な
ら
四
、

0
0
0ー
六
、

0
0
0ド
ル
、
単
身
世
帯
で
い
え
ば
二
、

0
0
0
1三、

0
0
0ド
ル
と
い
う
世
帯
数
が
、
前
者

は
一
、

0-―10万
、
後
者
が
二

0
0万
、
双
方
合
わ
せ
て
三
、
九
0
0万
人
を
こ
す
と
い
う
計
算
に
な
る
。
こ
の
三
、
九
0
0万
人
と
前
記
の

貧
困
者
三
、
八
0
0万
人
と
で
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
五
分
の
二
以
上
が
、
貧
困
も
し
く
は
貧
困
に
近
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
キ
ー
セ
リ
ン
グ

は
算
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
複
数
世
帯
が
一
万
五
、

0
0
0ド
ル
以
上
、
単
身
世
帯
七
、
五
0
0ド
ル
以
上
の
所
得
の
あ

る
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
た
か
な
」
ア
メ
リ
カ
人
は
、
一
九
六
0
年
で
は
一
、
二
五

0
万
、
総
人
口
の
約
七
％
で
あ
っ
た
と
い
う
。

生
活
困
窮
者
の
増
減
を
一
九
二
九
年
ー
六
0
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
み
る
と
、
年
平
均
ニ
・
ニ
％
の
割
合
で
減
少
し
て
き
た
と
キ
ー
セ
リ
ン
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グ
は
算
出
し
て
い
る
。
し
か
し
か
れ
は
、
三
五
ー
四
七
年
の
平
均
減
少
率
が
年
四
・
八
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
五
三
ー
六
0
年
の
そ
れ
が
わ

ず
か
に
一
・
-
％
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
あ
わ
せ
て
、
貧
困
と
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
所
得
の
半
分
以
下
で
暮
し
て
い
る
世
帯
数
、
貧
困

嘩

の
う
ち
に
暮
し
て
い
る
単
身
世
帯
数
は
ぜ
ん
ぜ
ん
減
少
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
」

L
a
b
o
r
 F
a
c
t
 B
o
o
k
 1
6
.

に
よ
る
と
、
ヘ
ラ
ー
委
員
会

(Heller
C
o
m
m
i
t
t
e
e
)
は
、
一
九
六
一
年
に
四
人
家
族
の
「
通
常
受
け
込
れ
ら
れ

る
生
活
水
準

(
c
o
m
m
o
n
l
y
a
c
c
e
p
t
e
d
 
s
t
a
n
d
a
r
d
 o
f
 living)
」
の
た
め
に
は
六
、
七
七
八
ド
ル
必
要
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

経
済
進
歩
会
議

(
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
o
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
 P
r
o
g
r
e
s
s
)
は
、
一
九
六
0
年
に
ア
メ
リ
カ
人
の
う
ち
七
、
七
0
0万
人
、
つ
ま
り
五
分
の

遷。

二
以
上
が
貧
困
と
収
奪
の
う
ち
に
生
活
し
て
い
る
と
指
摘
し

t

こ
の
数
値
は
キ
ー
セ
リ
ン
グ
の
五
分
の
二
と
符
合
し
て
い
る
。

右
の
貧
困
に
関
す
る
諸
説
は
、
き
わ
め
て
難
解
な
貧
困
問
題
の
解
明
に
は
種
々
の
問
題
点
を
残
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
神
話
を
打
ち
破
る
に
十
分
な
貧
困
の
存
在
だ
け
は
ー
ー
そ
れ
が
「
三
分
の
こ
で
あ
ろ
う
と
「
五
分
の
二
」
で
あ
ろ
う
と
ー
明

ら
か
な
よ
う
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
貧
困
の
問
題
を
究
明
す
る
つ
も
り
も
、
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
「
所
得
革
命
」

「
中
産
階
級
革
命
」
論
を
批
判
す
る
意
図
も
も
っ
て
は
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
か
か
る
莫
大
な
貧
困
と
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
と
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
は
消
費
者
大
衆
の
貧
困
を
等
閑
視

⑲、

し
、
い
た
ず
ら
に
「
中
流
大
衆
」
を
問
題
と
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ア
メ
リ
カ
は
い
う
ま
で
も
な
く
日
本
に
お
い
て
も
、
そ
う
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
「
高
度
大
衆
消
費
社
会
」
観
か
ら
く
る
貧
困
の
過
少
評
価
に
基
づ
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
資

本
主
義
的
生
産
関
係
の
下
で
は
、
貧
困
は
不
可
避
的
で
あ
り
、
無
視
で
き
な
い
重
大
問
題
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
立
場
か
ら
み
る
と

き
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
決
し
て
こ
れ
ら
の
莫
大
な
貧
困
層
を
対
象
の
外
に
放
置
し
て
い
な
い
事
実
に
よ
っ
て
も
そ
れ
は
理
解
さ
れ
よ

う
。
し
か
し
よ
り
科
学
的
に
み
る
と
き
、
貧
困
化
に
対
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
関
係
は
二
重
に
作
用
し
て
い
る
。
一
方
で
は
、
労
働
者
階

級
の
賃
金
取
得
に
対
す
る
低
下
傾
向
へ
の
圧
ヵ
ー
と
く
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ス
ト
の
増
大
と
の
関
係
ー
、
中
間
層
の
分
解
ー
ー
と

く
に
中
間
商
人
の
没
落
と
の
関
係
ー
、
他
方
で
は
、
そ
の
低
所
得
の
支
出
面
に
対
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
関
係
ー
ー
と
く
に
独
占
価
格
、

浪
費
化
の
促
進
、
負
債
の
増
大
と
の
関
係
ー
で
あ
る
。
要
す
る
に
搾
取
と
収
奪
の
両
面
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
関
係
で
あ
る
。
と

•••••••••••••• 

も
か
く
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
え
た
―
つ
の
問
題
提
起
と
し
て
「
貧
困
化
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
関
係
」
の
究
明
が
重
大
な

問
題
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
て
お
こ
う
o

•• 

わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
に
、
こ
こ
に
考
察
し
た
年
令
集
団
別
細
分
市
場
研
究
の
意
義
と
限
界
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
の
関
係
で
検
討

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）

1窃
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0
6
ー
108.

前
節
で
は
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
消
費
者
の
細
分
さ
れ
た
市
場
と
し
て
の
年
令
集
団
別
細
分
市
場
を
考
察
し
、
そ
の
細
分
市

場
の
各
々
の
差
異
お
よ
び
諸
特
徴
を
み
て
き
た
。
最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
、
か
か
る
調
査
研
究
な
り
ア
プ
ロ
ー
チ
が
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
と
い
か
な
る
関
係
を
も
つ
か
、
ま
た
そ
の
意
義
と
限
界
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

独
占
段
階
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
市
場
支
配
を
通
じ
て
独
占
利
潤
を
獲
得
す
る
場
合
の
主
要
な
特
徴
は
、
い
わ
ゆ
る
非
価
格

競
争
を
通
じ
て
、
す
な
わ
ち
独
占
価
格
の
実
現
を
主
と
し
て
価
格
以
外
の
諸
方
策
で
も
っ
て
行
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
現
代

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
そ
の
場
合
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
諸
手
段
ー
製
品
、
広
告
お
よ
び
販
売
促
進
、
経
路
、
価
格
ー
が
個
々

別
々
に
取
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
諸
手
段
の
効
果
的
な
統
合
と
計
画
化
が
重
視
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
諸
手
段
の
う
ち
製
品
が

『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ

ダ
ク
ト
・
ア
ウ
ト
」

（
つ
く
っ
た
も
の
を
売
る
）
と
い
う
概
念
よ
り
も
、

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）

核
心
的
地
位
を
占
め
て
い
る
。
ハ
ン
セ
ン
が
い
う
よ
う
に
、

⑲ ⑱ ⑰ ⑮ ⑮ ⑳ ⑳ @ 

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
」

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
年
令
集
団
別
細
分
市
場

（
売
れ
る
も
の
を
つ
く
る
）
と
い
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①
 

う
概
念
に
立
脚
し
て
い
る
』
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
製
品
計
画
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
中
心
的
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
か
か
る
製
品
計
画
は
要
す
る
に
消
費
者
需
要
の
開
発
と
そ
れ
へ
の
効
果
的
適
合
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
実
践
的
に
は
独
占
的

市
場
の
創
出
と
確
保
の
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
独
占
的
市
場
情
況
を
達
成
す
る
方
策
と
し
て
、

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
製
品
差
別
化

(
p
r
o
d
u
c
t
differentiation)
と
市
場
細

R
 

分
化

(
m
a
r
k
e
t
s
e
g
m
e
n
t
a
t
i
o
n
)
の
二
つ
が
基
本
的
方
法
で
あ
る
と
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
問
題
も
こ
の
市
場
細
分
化
に
関
係
す
る
の

で
あ
る
が
、
ま
ず
両
者
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
細
分
市
場
研
究
の
評
価
に
と
っ
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第

⑥
 

一
人
者
と
み
ら
れ
る

W
.
R
・
ス
ミ
ス

2¥T.R.
S
m
i
t
h
)

の
見
解
を
み
よ
う
。
ス
ミ
ス
に
よ
る
と
、
差
別
化
は
需
要
を
供
給
の
意
思

に
屈
服
さ
せ
、
広
範
な
一
般
化
さ
れ
た
市
場
の
水
平
的
シ
エ
ア
を
与
え
る
の
に
対
し
、
細
分
化
は
消
費
者
や
使
用
者
の
要
求
に
製
品
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
努
力
を
合
理
的
に
的
確
に
調
整
し
諸
細
分
に
お
け
る
市
場
位
置

(
m
a
r
k
e
t

position)
に
深
さ
を
生
み
だ
す
も
の

で
あ
る
。
ま
た
差
別
化
は
、
戦
略
的
観
点
か
ら
自
己
の
製
品
と
競
争
相
手
の
製
品
と
の
差
異
を
広
告
し
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
製
品

の
需
要
を
統
制
す
る
手
段
で
あ
り
、
且
つ
価
格
競
争
か
ら
隔
離
し
て
市
場
位
置
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
売
手
の
欲
望
の
産
物
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
細
分
化
は
、
異
質
的
な
市
場
を
製
品
選
好

(
p
r
o
d
u
c
t
p
r
e
f
e
r
e
n
c
e
s
)

に
応
じ
て
多
数
の
小
さ
い
同
質
的
市
場
と
み

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
消
費
者
や
使
用
者
の
変
化
す
る
欲
求
の
的
確
な
満
足
へ
の
欲
望
の
た
め
と
考
え
る
。
も
と
よ
り
広
告
や
促
進

も
利
用
さ
れ
る
が
そ
れ
は
さ
よ
う
な
製
品
を
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
。

右
の
ご
と
き
両
者
の
差
異
に
関
す
る
ス
ミ
ス
の
見
解
は
、
実
際
問
題
と
し
て
は
必
ず
し
も
区
別
し
え
ぬ
問
題
を
の
こ
す
の
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
こ
こ
に
い
わ
れ
る
市
場
細
分
化
が
、
現
代
の
消
費
者
中
心
志
向
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で

①
 

き
よ
う
。
と
く
に
戦
後
に
お
い
て
製
品
差
別
化
よ
り
市
場
細
分
化
に
重
点
が
移
行
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
か
る
市
場

細
分
化
の
戦
略
が
出
現
し
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
な
ら
ば
、
ス
ミ
ス
に
よ
る
と
、
第
一
に
、
あ
る
製
品
分
野
で
は
必
要
と
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0
は
企
業
が
訴
求
を
の
ぞ
む
顧
客
な
い
し
消
費
者
の
特
定
集
団
の
限
定
な
い
し
選
定
で
あ
り
、
③
は
こ
の
標
的
市
場
を
攻
略
す
る
た

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）

(2) 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
の
展
開

周
知
の
よ
う
に
、

①
標
的
市
場
の
選
定

さ
れ
る
最
小
限
の
能
率
的
生
産
単
位
の
規
模
が
小
さ
く
な
り
、
製
品
多
様
化
の
技
術
的
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
。
第
二
に
、
セ
ル
フ

・
サ
ー
ビ
ス
等
の
発
展
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ス
ト
の
最
小
化
へ
の
強
調
は
、
製
品
を
消
費
者
需
要
に
よ
り
よ
く
調
整
す
る
こ

と
を
要
求
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
自
由
裁
量
的
購
買
力
の
現
在
の
水
準
は
、
と
く
に
必
要
水
準
以
上
の
項
目
に
つ
い
て
購
買

比
較
を
可
能
に
す
る
こ
と
。
第
四
に
、
最
近
の
製
品
競
争
の
激
化
と
市
場
調
査
技
術
の
発
展
が
あ
り
、
第
五
に
、
す
で
に
核
心
的
市
場

(core m
a
r
k
e
t
)
で
は
、
広
告
や
販
売
経
費
を
追
加
し
て
も
収
益
の
減
退
を
生
じ
、
よ
り
小
さ
な
、
周
辺
的
市
場
細
分
(fringe
m
a
r
k
e
t
 

s
e
g
m
e
n
t
s
)
ー
そ
れ
も
集
ま
れ
ば
大
き
い
ー
ヘ
の
関
心
が
向
け
ら
れ
た
こ
と
、
最
後
に
、
差
別
化
政
策
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コR

 

ス
ト
の
増
大
を
さ
け
よ
う
と
す
る
事
情
の
下
で
は
、
細
分
化
の
方
が
安
定
し
た
市
場
位
置
を
築
く
こ
と
の
六
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
指
摘
を
き
わ
め
て
興
味
あ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
第
一
点
に
つ
い
て
み
て
も
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
大
量
生
産

と
の
間
に
深
刻
な
矛
盾
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
よ
う
な
意
味
を
も
ふ
く
め
て
、
ま
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ

ス
ト
の
増
大
と
の
矛
盾
を
感
じ
つ
つ
も
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
計
画
の
成
功
は
、

⑥
 

品
差
別
化
と
市
場
細
分
化
の
両
者
の
適
切
な
利
用
を
要
求
す
る
」
の
で
あ
る
。

市
場
細
分
化
戦
略
が
右
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
戦
後
の
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
脚
光
を
浴
び
て
登
場
す
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
わ
れ
わ
れ
の
問
題
と
す
る
細
分
市
場
研
究
ー
一
例
と
し
て
の
年
令
集
団
別
細
分
市
場
研
究
ー
と
ど
う
い
う
関

係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
か
を
み
る
必
要
が
あ
る
。

①
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
形
成
に
は
二
つ
の
段
階
過
程
が
あ
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
構
成
因
子
と
し
て
の
製
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め
の
諸
手
段
ー
製
品
・
広
告
お
よ
び
販
売
促
進
・
経
路
・
価
格
ー
の
組
合
せ
で
あ
る
。

右
の
ご
と
き
現
代
の
戦
略
論
は
、
企
業
が
ま
ず
第
一
に
標
的
市
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
消
費
者
が

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
努
力
の
焦
点
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
今
や
そ
れ
は
異
質
的
な
全
市
場
を
対
象
に
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
具

体
的
に
い
え
ば
、
特
定
製
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
特
定
の
細
分
市
場
の
選
定
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
で

⑥
 

あ
る
。
こ
の
細
分
市
場
は
ま
た
「
下
位
市
場

(
s
u
b
m
a
r
k
e
t
)
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

す
べ
き
と
し
、
特
定
製
品
の
た
め
に
市
場
を
細
分
す
る
最
も
重
要
な
基
準
と
し
て
、
①
特
定
製
品
に
対
す
る
か
れ
ら
の
必
要
な
い
し
欲

望
の
強
度
、
③
そ
れ
が
到
達
す
る
経
路
（
広
告
媒
体
、
販
売
経
路
等
々
）
、
③
か
れ
ら
が
感
応
す
る
訴
求
、

0
特
定
の
販
売
訴
求
（
価

格
考
慮
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
能
力
、
信
用
の
有
効
性
、
販
売
員
の
話
術
等
々
）
、

れ
が
問
題
と
し
た
年
令
基
準
は
、
市
場
分
析
が
伝
統
的
に
用
い
て
き
た
基
準
の
一
っ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
五
つ
の
基
準
は

経
営
者
視
点
に
立
っ
て
い
る
が
決
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
し
、

別
基
準
は
右
の
五
点
の
判
定
に
素
材
を
提
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、
依
然
と
し
て
独
立
の
基
準
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

は
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
市
場
の
重
要
性
を
考
え
る
だ
け
で
も
十
分
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
努
力
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
消
費
者
が
、
現
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
対
象
と
さ
れ
る
と
き
、

具
体
化
さ
れ
て
細
分
市
場
と
い
う
形
態
を
と
り
、
特
定
年
令
集
団
市
場
は
か
か
る
細
分
市
場
の
一
形
態
を
示
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
も

と
よ
り
、
特
定
年
令
集
団
が
細
分
市
場
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
こ
に
伝
統
的
基
準
の
存
在
理
由
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
年
令
集
団

た
だ
ち
に
標
的
市
場
を
い
み
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
特
定
製

品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
と
っ
て
対
象
と
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
標
的
と
な
る
と
い
う
媒
介
項
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
れ

伺
物
理
的
地
域
の
五
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
わ
れ
わ

複
雑
な
異
質
的
全
体
市
場
か
ら
い
く
つ
か
の
小
さ
い
同
質
的
な
細
分
市
場
に
分
割
す
る
に
は
、
種
々
の
基
準
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に

G
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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.

.
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.
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 .
 

指
摘
し
た
。
オ
ク
セ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
、
潜
在
顧
客
に
対
し
て
経
営
者
が
何
を
な
し
う
る
か
、
ま
た
何
を
な
す
べ
き
か
の
見
地
か
ら
分
割
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第
一
に
、
年
令
集
団
別
細
分
市
場
の
研
究
は
、

今
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
年
令
集
団
別
細
分
市
場
研
究
と
の
関
係
、
お
よ
び
そ
の
意
義
と
限
界
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
要
言
し

う
る
だ
ろ
う
。

化
に
寄
与
す
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
と
り
わ
け
市
場
細
分
化
戦
略
の
標
的
市
場
の
選
定
・
明
確

第
二
に
、
そ
れ
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
の
計
画
に
あ
た
っ
て
そ
の
最
適
化
に
重
要
な
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、

特
定
の
最
適
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ッ
ク
ス
の
形
成
に
寄
与
す
る
。

よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
こ
の
研
究
は
次
の
諸
点
の
明
確
化
に
意
義
を
も
っ
と
い
え
よ
う
。

0
全
集
団
に
ま
た
が
る
製
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
お
い
て
は
、
ど
の
年
令
集
団
が
最
も
大
き
い
利
益
機
会
を
与
え
る
か
を
示

す。
③
若
干
の
年
令
集
団
に
ま
た
が
る
製
品
に
つ
い
て
も
、
主
要
攻
略
標
的
集
団
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
、

③
特
定
年
令
集
団
に
固
有
の
必
要
と
欲
求
を
も
つ
製
品
に
は
、
重
要
な
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
。

0
右
の
各
々
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
、
製
品
ラ
イ
ン
・
流
行
・
陳
腐
化
計
画
の
決
定
、
広
告
の
媒
体
・
量
・
質
の
決
定
、
他
の
促

進
策
の
決
定
、
価
格
政
策
の
決
定
お
よ
び
販
売
経
路
の
決
定
な
ど
の
最
適
ミ
ッ
ク
ス
の
決
定
に
役
立
つ
、
と
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
研
究
の
限
界
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
に
、
年
令
集
団
を
文
字
通
り
同
質
的
市
場
と
み
な
す
こ
と
に
限

界
が
あ
り
、
第
二
に
、
多
く
の
製
品
に
と
っ
て
年
令
の
も
つ
重
要
性
は
そ
れ
自
体
決
し
て
大
き
く
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
欲
求
と
購
買

力
は
各
年
令
集
団
に
必
ず
し
も
対
応
し
て
い
な
い
現
実
の
た
め
に
そ
の
利
用
に
限
界
が
あ
る
こ
と
、
第
四
に
、
こ
の
研
究
は
、
所
得
、

階
級
、
地
域
、
人
種
さ
ら
に
心
理
等
々
の
諸
側
面
に
お
い
て
不
十
分
で
あ
り
、
他
の
基
準
に
も
と
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
と
結
合
さ
れ
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
く
考
え
る
な
ら
ば
、
年
令
基
準
だ
け
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
限
界
が
あ
り
、
す
で
に

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）

1お



⑥ ⑥ ④ 

注

①
R
 

⑧
 

い
く
で
あ
ろ
う
が
、
将
来
に
お
い
て
は
、
更
に
実
践
の
要
請
に
対
応
し
わ
れ
わ
れ
の
い
う
「
細
分
ミ
ッ
ク
ス
」
の
研
究
が
展
開
さ
れ
る

論
理
が
そ
こ
に
内
包
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

H.L•Hansen, 

M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
 text, 
cases, a
n
d
 readings, 
1956. ~
~
 
r
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
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」
日
本
版
へ
の
序
言
、
五
頁
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E.J. 
M
c
C
a
r
t
h
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 B
a
s
i
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 M
a
r
k
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i
n
g
:
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 m
a
n
a
g
e
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i
a
l
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p
p
r
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3
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.
 

W.R. S
且

t
h
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i
•
P
r
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c
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a
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a
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k
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t
 
s
e
g
m
e
n
t
a
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i
o
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 alternative m
a
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k
e
t
i
品
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"
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n
 

M
a
n
a
g
e
r
i
a
l
 M
a
r
k
e
t
i
n
g
:
 p
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
s
 a
n
d
 v
i
e
w
p
o
i
n
t
s
,
 ed., 
b
y
 
E.J•Kelley 

a
n
d
 
W. Lazer, 
1
9
5
8
 
P
P
.
 2
8
4
|
2
8
5
.
 

移
行
過
程
に
つ
い
て
は
、
片
岡
一
郎
他
共
著
『
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
総
論
』
一
三
四
ー
五
頁
。

W.R. S
m
i
t
h
,
 op. 
ict., 
P
P
.
 2
8
6ー

287.

I
 
bid., 
P. 
287. 

要
す
る
に
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
展
開
に
と
っ
て
、
個
別
基
準
よ
る
細
分
化
の
研
究
は
重
要
で
あ
り
、
徹
底
的
に
展
開
さ
れ
て

ッ
ク
ス
に
外
な
ら
な
い
、
と
い
え
よ
う
。

若
干
ふ
れ
た
よ
う
に
、
現
実
の
次
元
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
性
別
、
所
得
水
準
別
、
地
域
別
等
々
に
よ
る
細
分
市
場
と
い
か
に
組
合

せ
て
い
く
か
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
経
営
者
の
課
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
れ
を
ば
新
し
く
こ
こ
に
表
現
す
る

と
す
る
な
ら
ば
、
「
細
分
市
場
、
ミ
ッ
ク
ス
」
ま
た
は
「
細
分
ミ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
概
念
を
う
ち
だ
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
し
、
ま
さ
し

•••••• 
く
こ
の
細
分
、
ミ
ッ
ク
ス
が
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
現
実
的
対
象
を
形
成
す
る
の
だ
、
と
い
え
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
消
費

者
市
場
は
全
体
し
て
複
雑
な
異
質
的
市
場
で
あ
り
、
こ
れ
を
何
ら
か
の
基
準
で
小
さ
な
多
数
の
同
質
的
市
場
に
分
割
し
た
各
々
を
細
分

市
場
と
い
う
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
個
別
的
消
費
者
は
多
様
な
諸
要
因
を
も
っ
て
複
雑
な
環
境
の
も
と
に
生
活
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
全
体
な
る
が
故
に
複
雑
な
る
存
在
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
実
際
上
は
、
あ
る
基
準
で
同
質
的
と
み
ら
れ
た
細
分
市
場
は
、
他
の
諸

基
準
で
み
る
と
き
異
質
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
だ
か
ら
特
定
の
細
分
市
場
は
主
要
基
準
と
副
次
的
諸
基
準
の
混
成
と
し
て
の
細
分
、
‘
‘
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A.R. Oxenfeldt, "
T
h
e
 f
o
r
m
u
l
a
t
i
o
n
 of a
 m
a
r
k
e
t
 s
t
r
a
t
e
g
y
"
,
 in E. J•Kelley 

a
n
d
 
W. Lazer, op. cit., 1
9
5
8
.
 P
P
.
 

267ff•E. 

J. 
M
c
C
a
r
t
h
y
,
 op. 
cit., 
P
P
.
 2
5
1
2
6
.
 

w. J. 
s
g
t
o
n
,
 F
u
n
d
a
m
e
n
t
a
l
s
 of M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
 
1964. P. 7
7
.
 

A. R. Oxenfeldt, 
op. 
cit., 
P. 2
6
8
.
 マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
努
力
の
焦
点
と
し
て
の
消
費
者
が
、
現
実
の
具
体
的
次
元
に
お
い
て

は
、
消
費
者
一
般
と
し
て
で
は
な
く
て
特
定
の
消
費
者
集
団
1
1
細
分
市
場
と
し
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
第
二
に
、
細
分
市

場
の
―
つ
の
形
態
と
し
て
の
年
令
集
団
別
細
分
市
場
を
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
研
究
で
そ
の
実
態
と
研
究
水
準
を
明
ら
か
に
し
、

第
三
に
、
か
か
る
研
究
が
現
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
い
か
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
市
場
細
分
化
戦
略
と
の
関
係
で
示
し
、
そ

の
意
義
と
限
界
を
不
十
分
な
が
ら
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
将
来
に
お
い
て
「
細
分
ミ
ッ
ク
ス
」
の
研
究
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
指

要
す
る
に
、
本
稿
の
論
述
か
ら
次
の
よ
う
に
要
言
で
き
る
か
と
思
う
。
年
令
集
団
別
細
分
市
場
の
ご
と
き
細
分
市
場
の
研
究
は
、
現

代
の
消
費
者
中
心
志
向
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
戦
略
展
開
に
あ
た
っ
て
―
つ
の
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
市
場
細
分
化

戦
略
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
る
性
質
の
研
究
に
ほ
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
他
面
、
か
か
る
研
究
は
、
現
代
の
消
費
者
大

衆
が
独
占
資
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
前
に
標
的
と
し
て
細
分
化
さ
れ
、
徹
底
的
に
研
究
さ
れ
つ
つ
あ
る
姿
を
示
す
と
と
も
に
、
独

占
の
市
場
争
奪
戦
の
な
か
で
、
冷
酷
な
ま
で
の
最
大
限
利
潤
追
求
の
論
理
が
「
消
費
者
の
必
要
と
欲
求
を
満
た
す
」
と
い
う
仮
面
の
も

と
に
市
場
細
分
化
戦
略
と
し
て
遂
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
実
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
市
場
細
分
化
戦
略
は
、
い
う
ま
で
も

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
年
令
集
団
別
細
分
市
場
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
（
保
田
）

摘
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
に
お
い
て
、
第
一
に
、

⑨ ⑧ ⑦
 

む

す

び

1田＇



①
拙
稿
「
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と
消
費
者
中
心
志
向
」
、

形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

①
 

な
く
、
消
費
者
大
衆
に
対
す
る
収
奪
方
式
な
る
本
質
を
も
つ
消
費
者
中
心
志
向
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
な
―
つ
の
具
体
的
な
展
開

「
関
大
商
学
論
集
」
第
九
巻
第
五
号
、
九
六
頁
。
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